








1 日 時 平成 13年 8月22日 (水)
2 場 所 岡山大学教育学部
3 対 象 大学教員,附属学校園教員,教育委員会及び学校教員,学生

































(1)事前関与 (入口)の縮減すなわち各種規制の緩和 ⇒ そのねらいは
(2)各学校の創意工夫や自己努力が活かされる教育システム


























































































【学習-の主体的 ･創造的な態度,総合的な思考 ･判断,総合的な技能 ･表現,知識を応用し総合
する能力など】
③評価観点カテゴリー3-教科横断的,総合的な学習活動を行う場合の評価の観点
【コミュニケーション能力,情報活用能力,課題発見 ･選択能力,課題探求能力,対人関係能力,
数的思考能力,意思決定行動選択能力,創造的表現力,文章 (レポー ト)作成能力など】
(8)基礎学力の充実と教育の質の向上を目指して,学校はどう変わらなければならないか
一結果として基礎 ･基本をないがしろにしている学校に横たわる風潮を打破する一
特色ある学校づくりということで授業時間をつぶして準備に費やす,派手なイベント的活動を競
い合 う,｢教師は指導でなく援助に徹するべきだ｣｢教師が前面に出て教えることは子どもの自主
性を奪 う｣｢基礎 ･基本の反復訓練は子どもの個性の育成によくない｣｢習熟度別学級編成は差別
につながる｣｢宿題を出すことは子どものゆとりを奪 う｣｢基礎学力調査は子どもの競争心をあお
る｣などの耳障りのよい美辞麗句に彩られた教育論がまことしやかに学校現場を覆い,子どもの
自主性尊重の美名に隠れて手抜きの教育がまかり通り,勉強すること,努力することはかっこ悪
い,･気恥ずかしい,みっともないといった風潮を生みだしている｡その結果として,基礎学力は
低下し,我が億な人間をつくり出している｡
教師は,基礎 ･基本をしっかり教え込むことをためらってはならない｡基礎 ･基本を確実に定着
させ,その上で子どもの知的な喜びを引き出すことが真の学力充実につながることを銘記する｡
-やまぎわ たかし一
文部省初等中等教育局主任視学官を経て富山大学教育学部教授,昨年 3月より現職
第 15･16･17期中央教育審議会専門委員,教育課程審議会委員
教育職員養成審議会委員,大学審議会専門委員 (入試改革),大学入試センター評議員などを歴任
教育課程審議会 ｢総合的な学習の時間｣｢理科｣｢指導要録｣分科審議会主査
教育職員養成審嵩会 ｢高校｣｢情報｣課程認定分科会主査
｢学級編成と教職員配置｣検討会議主査
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